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会  議  録 （要 旨） 

会 議 名 第２７期小金井市公民館企画実行委員の会議 第７回 

事 務 局 公民館本館 

開 催 日 時 令和５年２月７日（火）午前１０時～午前１１時４０分 

開 催 場 所 公民館本館 学習室Ｂ 

出 席 委 員 大木委員 菅沼委員 照井委員 藤原委員 武藤委員 

欠 席 委 員 近江委員 

事 務 局 員 大久保 落合 金子 近藤 

傍 聴 の 可 否  可 傍聴者数  なし  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 公民館運営審議会の報告 

 

 

２ 主催事業について（終了報告、実施計画、途中経過等） 

⑴ 成人大学講座「イギリスを知ろう！」について 

 

⑵ 令和５年度「市民映画会」について 

 

 ⑶ 利用団体のつどい「第４２回公民館本館まつり」について 

 

⑷ 令和５年度高齢者学級「生きがい広場」について 

 

 

３ その他 

 ⑴ 第５９回東京都公民館研究大会について 

 

 ⑵ 公民館企画実行委員連絡会（第２回）について 
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会  議  結  果 

 

司会：照井委員 

 

 

１ 公民館運営審議会の報告 

   令和５年１月１１日（水）（前回の会議で報告済み）以降開催されていないため、

報告事項は無し 

 

 

２ 主催事業について 

⑴ 成人大学講座「イギリスを知ろう！」について 

  ・実施要項に基づき、事業の内容を説明した。 

  ・講座管理システムを活用したインターネット配信の試行予定 

  ・2/9（木）受講者決定の抽選を行う。立会人…菅沼委員 

  ・講座実施日の公民館企画実行委員の支援 

   1 回目、2 回目…照井委員 

   3 回目…菅沼委員 

   on line 参加…大木委員 

 

 

⑵ 令和５年度「市民映画会」について 

  ・４月、６月、８月の上映作品を決定した。 

開催月 タイトル（公開年） 出演 備考 

４月 
キューポラのある街（1962

年） 

吉永小百合、浜田光夫、東野英

次郎 
邦画 

６月 クイール（2004 年） 小林薫、椎名桔平、香川照之 邦画 

８月 
ピーターラビット（2018

年） 

ローズ・バーン、ドーナル・グ

リーソン、サム・ニール 
子ども向け 

 

 

 ⑶ 利用団体のつどい「第４２回公民館本館まつり」について 

  ・3/7（火）に第１回実行委員会を開催する。出席…菅沼委員、藤原委員 

  【公民館企画実行委員より質問】 

  ・公民館企画実行委員の立ち位置、どのような立場で参加すれば良いか 

  ・公民館職員と共に、事務局の一員として参加願いたい。実行委員会での発言も可能

である。 

 

 

⑷ 令和５年度高齢者学級「生きがい広場」について 

  ・講座のスケジュール、カリキュラム作成の途中経過 

  ・遠足…迎賓館赤坂離宮 本館・庭園 入園料 1,500 円を払ってでも、庭園まで行く
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べき。 

  ・野外学習…横須賀、富岡製糸場は道路状況を考えて難しい。山梨、勝沼方面で実施

したい。美術館等、芸術的にも訪れる価値のある場所が多々ある。 

 

 

３ その他 

 ⑴ 第５９回東京都公民館研究大会について 

  ・従前、大会終了後に実施していた小金井報告会は、基調講演及び分科会の資料をお

配りして代えさせていただきたい。 

 

 

 ⑵ 公民館企画実行委員連絡会（第２回）について 

  ・菅沼委員作成の「推しの三講座」資料を確認 

  ・出席者…大木委員、菅沼委員、武藤委員 

 

 



第２７期公民館企画実行委員の第７回会議 

令和５年２月７日（火）午前 10時～ 

＠公民館本館 学習室Ｂ 

 

１ 公民館運営審議会の報告 

  前回の会議で報告した審議会（令和５年１月１１日（水）開催）以降、開催されて

いません。 

 

２ 主催事業について 

⑴ 成人大学講座「イギリスを知ろう！」について（資料①） 

 

 

 ⑵ 令和５年度「市民映画会」について（資料②） 

 

 

⑶ 利用団体のつどい「第４２回公民館本館まつり」について（資料③） 

 

 

 ⑶ 令和５年度高齢者学級「生きがい広場」 

 

 

３ その他 

 ⑴ 第５９回東京都公民館研究大会について 

 ⑵ 公民館企画実行委員連絡会（第２回）について 

 

 

 

次回、令和５年３月７日（火）午前１０時～ 開催予定 



令和４年度成人大学講座  

「イギリスを知ろう！」  

実施要項 
 

 小金井市公民館では、様々な分野の専門的な知識を学びたいという市

民の要求に応えるため、平成２年度から東京学芸大学と提携して、成人

大学講座を実施しています。今年度も下記の通り実施いたします。  

 

               記            

１  目 的 

 グレートブリテンおよび北アイルランド連合王国、通称イギリス 。

ＥＵからの離脱、エリザベス女王の崩御、度重なる首相交代劇など近年

クローズアップされているイギリスですが、その成り立ちには幾多の栄

光と挫折があった。その歴史と文化を学び、改めてイギリスという国を

探求する。  

 

２  日程・内容  

回  日程  内   容  講師  

１  3/4 
ヨーロッパ大陸からの撤退と拡張

する帝国への未来  
大田  信良さん  

（ 東 京 学 芸 大 学 外 国

語・外国文化研究講座

教授）  

ゲスト  

大谷  伴子さん  

（東京学芸大学講師） 

大道  千穂さん  

（青山学院大学教授） 

２  3/11 
大衆メディアと戦間期の洒落者 (ダ

ンディー )たち  

３  3/18 

Brexitから、 Singapore on Thames

あるいは「自由で開かれたインド・

太平洋構想」  

※いずれも土曜日、時間は午前１０時から正午まで  

 

３  窓口及び講師連絡先  

  東京学芸大学  財務・研究推進部  研究・連携推進課  地域連携係  

  担当：小島係長  

〒 184-8501 東京都小金井市貫井北町 4-1-1 

TEL： 042-329-7119 FAX： 042-329-7128 

E-mail： renkei@u-gakugei.ac.jp 

 

（講師）  

大田  信良（おおた  のぶよし）東京学芸大学教授  

東京学芸大学教育学部人文社会科学系外国語・外国文化研究講座  

E-mail： nobuyosi@u-gakugei.ac.jp 

 

４  と こ ろ  公民館  学習室Ｂ  

資料① 

mailto:renkei@u-gakugei.ac.jp


    

５  対  象   市内在住・在勤・在学の方  

 

６  定 員  ３０人（申込み多数の場合抽選）  

 

 

７  参 加 費  無料  

 

８  募集方法  市報２ /１号、ポスター、チラシ、市ＨＰ、月刊こう

みんかん２月号、Ｔｗｉｔｔｅｒ  

 

９  講師謝礼  １２，０００円×２時間×３回＝７２，０００円  

  

10 担当企画実行委員  今後調整予定  

 

11 担当職員  落合  兼二郎  



令和令和令和令和４４４４年度年度年度年度            

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    日日日日        程程程程    内内内内                容容容容    

第第第第1111回回回回    

令和令和令和令和5555年年年年3333月月月月4444日日日日((((土土土土))))    

午前午前午前午前10101010時～正午時～正午時～正午時～正午    

ヨーロッパ大陸からの撤退と拡張する帝国へヨーロッパ大陸からの撤退と拡張する帝国へヨーロッパ大陸からの撤退と拡張する帝国へヨーロッパ大陸からの撤退と拡張する帝国へ

の未来の未来の未来の未来    

第第第第2222回回回回    

令和令和令和令和5555年年年年3333月月月月11111111日日日日((((土土土土))))    

午前午前午前午前10101010時～正午時～正午時～正午時～正午    

大衆メディアと戦間期の洒落者大衆メディアと戦間期の洒落者大衆メディアと戦間期の洒落者大衆メディアと戦間期の洒落者((((ダンディーダンディーダンディーダンディー))))

たちたちたちたち    

第第第第3333回回回回    

令和令和令和令和5555年年年年3333月月月月11118888日日日日((((土土土土))))    

午前午前午前午前10101010時～正午時～正午時～正午時～正午    

BrexitBrexitBrexitBrexitから、から、から、から、Singapore on ThamesSingapore on ThamesSingapore on ThamesSingapore on Thamesあるいはあるいはあるいはあるいは

「自由で開かれたインド・太平洋構想「自由で開かれたインド・太平洋構想「自由で開かれたインド・太平洋構想「自由で開かれたインド・太平洋構想」」」」    

    
ところところところところ    小金井市公民館本館 学習室Ｂ（小金井市本町２－１５－１１）    

対対対対    象象象象 市内在住・在勤・在学の方    

定定定定    員員員員 ２０人（申込順） 
参加費参加費参加費参加費    無 料 

 

申 

込 

方 

法 

令和５年２月８日（水曜）（必着）までに、往復はがきまたは令和５年２月８日（水曜）（必着）までに、往復はがきまたは令和５年２月８日（水曜）（必着）までに、往復はがきまたは令和５年２月８日（水曜）（必着）までに、往復はがきまたはEEEEメールに住所、氏名（ふりがな）、メールに住所、氏名（ふりがな）、メールに住所、氏名（ふりがな）、メールに住所、氏名（ふりがな）、

年代、電話番号を明記し、年代、電話番号を明記し、年代、電話番号を明記し、年代、電話番号を明記し、小金井市公民館本館小金井市公民館本館小金井市公民館本館小金井市公民館本館「成人大学講座係」へ「成人大学講座係」へ「成人大学講座係」へ「成人大学講座係」へ    

※E※E※E※Eメールでお申込の場合、お申込み後３日メールでお申込の場合、お申込み後３日メールでお申込の場合、お申込み後３日メールでお申込の場合、お申込み後３日    ((((土日祝除く土日祝除く土日祝除く土日祝除く) ) ) ) 以内に確認メールを以内に確認メールを以内に確認メールを以内に確認メールを送付送付送付送付します。します。します。します。    

小金井市公民館本館「成人大学講座係」小金井市公民館本館「成人大学講座係」小金井市公民館本館「成人大学講座係」小金井市公民館本館「成人大学講座係」    

〒〒〒〒184184184184----0004000400040004小金井市本町小金井市本町小金井市本町小金井市本町2222----15151515----11111111    電話電話電話電話042042042042----383383383383----1184118411841184    ✉✉✉✉k020499@koganeik020499@koganeik020499@koganeik020499@koganei----shi.jpshi.jpshi.jpshi.jp    

イギリスを知ろう！ 



令和５年度上映作品検討（案）

近江委員

①クイール　８１，０００円（税抜）　　　　　　⑥幸福の黄色いハンカチ　81,000円（税
抜）
②ピーターラビット　53,500（税抜）　　　　 ⑦帰らざる日々　61,000円（税抜）
③ハリーポッターと死の秘宝パート２　71,000（税抜）
④戦争と人間第一部　61,000円（税抜）
⑤母と暮らせば　81,000円（税抜）

菅沼委員

①藤沢周平の長い坂　（配給元で取り扱い無し）
②alwaysの夕日３丁目（配給元で取り扱い無し）
③赤毛のアン　(配給元で取り扱い無し）

大木委員

①千と千尋の神隠し（配給元で取り扱い無し）
②サウンドオブミュージック（配給元で取り扱い無し）
③ビートルズやって来るヤァ！ヤァ！ヤァ（配給元で取り扱い無し）
④南極物語　121,000（税抜）

藤原委員
①陽のあたる坂道　61,000（税抜）
②キューポラ街　61,000（税抜）
③最高の人生の見つけ方（邦画）　71,000（税抜）

提案作品

資料②



令和５年１月２０日 

 

公民館本館利用団体 御中 

 

小金井市公民館本館  

 

第４２回公民館本館まつりについて（お知らせ） 

 

 大寒の候、貴団体におかれましては益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 平素は、公民館事業にご支援・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、令和５年１月１７日（火）の公民館（本館）企画実行委員の会議において、令和

５年度の公民館本館まつりの日程について下記のとおり決定したのでお知らせします。 

 参加希望の団体は、別紙参加申込書を令和５年２月２８日（火）迄に公民館（本館）窓

口に提出してください。また、第１回実行委員会を開催しますのでご出席ください。 

 

記 

 

１ 日 程 

№ 区分 実施日 

⑴ 将棋大会 令和５年５月１３日（土） 

⑵ 公民館本館まつり 令和５年５月２７日（土）、２８日（日） 

 

２ 実行委員会 

   第１回の実行委員会を令和５年３月７日（火）午後２時～、公民館本館で開催し 

ます。その際、第４２回公民館本館まつりの実行委員長を決定し、5/27(土)午前中に 

行う特別イベントの討議等を行う予定です。 

   なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により、実行委員会の開催方法や 

日程を変更する場合があります。また、最終的に第４２回公民館本館まつりを中止す 

る場合があります。あらかじめご了承賜りますようお願い申し上げます。 

 

３ その他 

 ⑴ 第４２回公民館本館まつりに参加希望の団体は、参加申込書（別紙）に必要事 

項をご記入のうえ、令和５年２月２８日（火）迄に公民館本館にご提出ください。 

 ⑵ 第１回実行委員会の開催に係る通知は、本状をもって開催通知といたします。 

 ⑶ 今後、第４２回公民館本館まつりに関するお知らせは、参加申込書を提出していた 

だいた団体のみに行います。 

 

＜問合せ先＞ 

公民館本館 電話042-383-1184 

ファクシミリ 042-387-1226 

資料③ 



 

 

 

 

 

１ 団体名                                   

 

２ 連絡先（第４２回公民館本館まつりに係る今後の窓口になる方） 

氏 名  

住 所 〒 

電話番号  

メールアドレス             ＠ 

 

 

３ 参加する部門（模擬店部門の場合は参加する日）に○をつけてください。 

【将棋大会】 

【模擬店】 

【展示】 【イベント】 5/27(土) 5/28(日) 

5/27(土)・28(日)の両日 

 

 

４ イベント部門の団体のみ、以下の①②に〇を、③に記入をしてください。 

①参加する日 ②会場 

5/27(土) ・ 5/28(日) 学習室B ・ 集会室 

③希望の時間帯（記入例：午前10時～11時 / 午前中30分程度 等） 

 

☆ 5/27（土）の午前中は、特別イベントを開催するため希望はお受けできません。 

☆ 各団体の持ち時間は、準備・撤収の時間を含めて 1時間までとします。 

 

５ 全ての団体 

 まつり当日に必要な機材や、その他ご意見・ご要望等があればお書きください。 

 

第４２回公民館本館まつり 参加申込書 2/28（火） 

しめきり！ 



（令和 4年度第 2回公民館企画実行委員連絡会用資料） 

 

公民館本館・「推しの 3講座」の紹介     (令和 5年 2月 7日) 

 

１準備会方式による講座 

・公募市民、企画実行委員、職員により企画、当日の運営、反省会を行う 

  (参加者の幅広い関心事が聞け、企画テーマ等の議論を通して、良い講座が企画さ

れ、講座の企画、運営、反省会を経験し、連携、参加者の成長につながる） 

・推しの講座１：市民アカデミー 

目 的 前身は平成 4 年に開始された「シルバー大学」、平成 29 年に年齢を問

わず成人一般向けとするため「市民アカデミー」に改称。政治・経済・

国際問題・技術・文化・地元の課題を取り上げる 

講座の企画会議 講座に先立ち公募市民数名を交えて、2月より 6回程度実施。 

講座の実施 春、秋 2回それぞれ 8回同内容の講座+振り返りの会(1回)を実施 

悩み・対策 参加者が多く抽選になる年が多い。 

年 2 回開催。今年度春は試行として落選者で希望する方に隣室で Live

中継を実施。来年度以降は未定。 

参加者が高齢者に集中 

成人一般を対象とし、名称変更、年 2回開催(1回は、平日、1回は土、

日に開催)・・年齢層変わらず 

会場に来れない講師への対応としてリモートによる開催のテスト。 

・推しの講座２：子どもの人権講座 

目 的 子どもの権利条例、子どもの虐待、発達障害、貧困等について学びあう

ために平成 19年から実施。 

 講座の企画会議 公募市民５，6人を含め、前年 11月から月 1回 4，5回程度実施 

講座の実施 5回の講座＋振り返りの会（1回）を実施 

悩み・対策 新規の参加者が少ない。 

２大学の施設を利用した講座 

・推しの講座３：成人大学講座 

目 的 東京学芸大学との連携協力をはかりながら一般教養・専門知識技術等

を、大学の施設で大学教員（教授等）から学ぶ。 

 講座の実施 毎年夏休み期間に、東京学芸大学で実施 

 悩み・対策 毎回 100人を越す参加者で、大学の雰囲気を味わいながら、アカデミッ

クな学びができると好評であったが、現在は、コロナ対策により公民館

で実施。 

 *詳細は、次ページ以降の資料参照 



 

本  館 

市民アカデミー（春期） 

 

目  的   価値観が多様化し個々人の生き方・考え方が尊重される現代社会では

様々な分野の学びが求められています。市民アカデミ―は、国内及び国際

の政治、経済、地域、社会、技術革新、芸術文化等々の今日的な課題を学

ぶことにより知識と教養を深め、日々の生活に活力を得ることを目的とし

ます。 

 

日程・内容・講師  別紙「日程表」のとおり 

 

場  所  公民館本館 学習室Ｂ 

 

募集方法  市報５月１５日号、月刊こうみんかん７月号、市ＨＰ、ポスター、チラ 

シー Ｅメールまたは往復はがき（申込多数のときは抽選） 

  

対  象  市内在住・在勤・在学の方 

 

人  数  募集  18 人+オンライン受講若干名 

      応募  27 人 

受講  18 人（男性 13 人、女性 5 人） 

（オンライン受講 7 人 男性 5 人、女性 2 人） 

      延べ参加者 119 人（内、オンライン受講 25 人） 

        

担当企画実行委員  生馬一枝、岸川公一、照井耕之助、藤原美知江 

 

担当職員      落合 兼二郎 

 

担当職員感想   新型コロナウイルス感染症拡大防止措置により、定員数が少ない

ため、集会室へのオンライン配信を試験的に行った。また、５０歳

代以下の若い受講者の参加を期待したが、応募結果は３人であった。 

  スケジュールが変更・中止となった回もあり、変則的な講座とな

ったが、受講者の方は、どなたも熱心に講義に向き合い、知識と教

養を深めていた。 

 

参加者感想    ○ コロナ禍の中有意義に出席させていただきました。 

○ タイムリーな講義でした。孫の代をつくづく考えさせられました 

        ○ 大変解り易く大いに興味をもって拝聴できました。 

○ 今年度の「市民アカデミー」はとても良かったです。ありがとう

ございました。 

         

 



 

 別紙「日程表」  

回 日 程 分野 内  容 講  師 

１ 6/2 政治 
トランプからバイデン

ヘ 

東京外国語大学名誉教授 

金井 光太朗さん 

２ 

10/16 国際 
グローバル大国中国と

どう向き合うか 

早稲田大学栄誉フェロー・名誉教授 

毛里 和子さん(小金井市名誉市民) 

6/9実施予定であったが、新型コロナウイルス感染症予防措置のため秋期と同時

開催に変更。 

３ 6/16 経済 日本経済の歩みと現状 
中央大学名誉教授 

金子 貞吉さん 

４ 6/23 社会 所得格差と貧困問題 

嘉悦大学経営経済学部教授・付属地

域産業文化研究所長 

和泉 徹彦さん 

５ 6/30 環境 食糧危機と日本 

東京農工大学農学研究院生物生産科

学部門教授 

大川 奏一郎さん 

６ 7/7 健康 コロナ(疫病・ウイルス) 
国立国際医療研究センター特任部長 

山本 直樹さん 

７ 

7/21 地域 戦時下の小金井 小金井市文化財センター学芸員 

7/14実施予定であったが、聖火リレーのため翌週に変更。 

８ 

中止 振り返りの会 

7/21 実施予定であったが、新型コロナウイルス感染予防及び 7/14 の講座を日

程変更したため中止。 

※いずれも水曜日、時間は午後２時～午後４時（初回６/２のみ午後１時５０分～午後

４時） 

 

 



 

本  館 

市民アカデミー（秋期） 

 

目  的   価値観が多様化し個々人の生き方・考え方が尊重される現代社会では

様々な分野の学びが求められています。市民アカデミ―は、国内及び国際

の政治、経済、地域、社会、技術革新、芸術文化等々の今日的な課題を学

ぶことにより知識と教養を深め、日々の生活に活力を得ることを目的とし

ます。 

 

日程・内容・講師  別紙「日程表」のとおり 

 

場  所  公民館東分館 学習室Ａ・Ｂ 

 

募集方法  市報８月１５日号、月刊こうみんかん８月号、市ＨＰ、ポスター、チラ 

シー Ｅメールまたは往復はがき（申込多数のときは抽選） 

  

対  象  市内在住・在勤・在学の方 

 

人  数  募集  30 人（当初 25 名から変更） 

      応募  33 人 

受講  31 人（男性 20 人、女性 11 人） 

      延べ参加者 165 人 

        

担当企画実行委員  生馬一枝、岸川公一、照井耕之助、藤原美知江 

 

担当職員      落合 兼二郎 

 

担当職員感想   新型コロナウイルス感染症が時期的に落ち着きつつあり、募集人

数を５名追加し実施した。 

  スケジュールの変更、春期との共同開催の回もあり、変則的な講

座となったが、受講者の方は、どなたも熱心に講義に向き合い、知

識と教養を深めていた。 

 

参加者感想    ○ タイムリーな内容や専門的内容が多く勉強になりました。 

○ 毎回楽しい内容が続き、全講座参加することが出来た。 

        ○ コロナでずっと一人だったので、皆さんの顔が見れホッとした。 

○ 主婦でも、平日より土曜日の方が参加しやすい。 

         

 

 

 

 



 

 別紙「日程表」  

回 日 程 分野 内  容 講  師 

１ 10/9 政治 
トランプからバイデン

ヘ 

東京外国語大学名誉教授 

金井 光太朗さん 

２ 

10/16 国際 
グローバル大国中国と

どう向き合うか 

早稲田大学栄誉フェロー・名誉教授 

毛里 和子さん(小金井市名誉市民) 

新型コロナウイルス感染症予防措置のため、6/9実施予定であったが春期と同時

開催し、講師自宅からオンライン配信に変更。 

３ 10/23 経済 日本経済の歩みと現状 
中央大学名誉教授 

金子 貞吉さん 

４ 10/30 社会 所得格差と貧困問題 

嘉悦大学経営経済学部教授・付属地

域産業文化研究所長 

和泉 徹彦さん 

５ 11/6 環境 食糧危機と日本 

東京農工大学農学研究院生物生産科

学部門教授 

大川 奏一郎さん 

６ 11/13 健康 コロナ(疫病・ウイルス) 
国立国際医療研究センター特任部長 

山本 直樹さん 

７ 11/20 地域 戦時下の小金井 小金井市文化財センター学芸員 

８ 11/27 振り返りの会 

※いずれも土曜日、時間は午後２時～午後４時（初回１０／９のみ午後１時５０分～

午後４時） 

 

 



本   館 

子どもの人権講座 
あなたは大切にされていますか？ 

～私がわたしであるために～ 

 

目  的  「子どもの人権」という観点から、子どもたちを取り巻く現代の様々な問題 

を取り上げる。子どもたちが他人を尊重し、互いに認め合う心を育てていくた 

めに、大人たちができることを考える。 

日程・内容・講師 

  ⑥を除いていずれも午前 10時から正午まで 
 
場  所  公民館本館 学習室Ｂ 
 
募集方法  市報５月１日号、ホームページ、ツィッター、チラシ（市立小中学校の全児

童及び全生徒に配布）、ポスター 
往復はがき、またはＥメールで申し込み 

 
対  象  市内在住・在学・在勤の方 
 
人  数  各回３８人（うち８人は別室で音声のみ聴講・多数抽選。抽選後、空きがあ 

      る場合は、定員に達するまで申込順で受け付けた。） 

延べ参加者数１２８人（申込総数１５３人） 

 

保  育  あり（保育対象者４人） 

 

担当企画実行委員  照井 耕之助、宗像 高子 
 
担当職員  大久保 裕広 
 
準備会   会議６回（うちオンライン会議１回） 延べ参加者３７人 

回 日程 内容 講師 

① 6/2（木） 
ヤングケアラーについて知り、地域で

できることを考える 
加藤 雅江さん（杏林大学教授） 

② 6/4（土） 
やり過ぎ教育から見えてくる子どもの

育ちとは 

神林 俊一さん（一般社団法人ジェイ

ス理事） 

③ 6/11(土) 
おうちでできる性教育、地域で考える

性教育 

岸本 祐子さん（保育士、産後ライフ

アドバイザー） 

④ 6/29（水） 不登校の時代背景と新型コロナ 田中 哲さん（児童精神科医師） 

⑤ 7/2（土） 
子どもの居場所と子どもの権利―自分を

とりもどすために 

喜多 明人さん（早稲田大学名誉教

授、小金井市子ども子育て会議委員） 

⑥ 

7/2（土） 

12時 10分～ 

13時 10分 

講座全体を振り返っておしゃべり・交

流会 
なし 



本  館 

 

目  的  オーケストラの演奏と舞台上で出演者の歌により進められ、音楽、歌、

演技、舞台装飾、多くの芸術形態から成立し「総合芸術」と称されるこ

ともある「オペラ」。 

人々を惹きつける「オペラ」の魅力を、声楽家であり指揮者、また音

楽誌等での評論でおなじみの東京学芸大学講師國土潤一さんと探求する。 

 

日程・内容 

回 日程 内容 

１ 2 月 26 日 
オペラと演劇の違い－シェイクスピアの「オセロ」とヴェル

ディの「オテロ」 

２ 3 月 12 日 
オペラの演劇性の考察－マリア・カラスの「トスカ」（プッチ

ーニ）から学ぶこと 

３ 3 月 19 日 
「歌」は何を伝えるか？～ヴェルディの「ラ・トラヴィアー

タ」（椿姫）を使った考察 

 ※全３回、いずれも土曜日、午前 10時から正午まで 

 

講  師  國土潤一（くにど じゅんいち）さん 

（東京学芸大学講師 教育学部芸術・スポーツ科学系音楽・演劇講座） 

 

場  所  公民館本館 学習室Ｂ 

 

対  象  市内在住・在勤・在学の方 

 

募集方法  市報２月１日号、月刊こうみんかん1月号、ポスター、チラシ、市Ｈ     

Ｐ、市ツイッター 

往復はがきまたはｅ－Ｍａｉｌ 

 

人  数   応 募    ２５人  

       受 講    ２０人（男性７人、女性１３人）  

延べ参加者  ５３人     

 

担当企画実行委員  照井 耕之助 

 

担当職員  落合 兼二郎 

 

成人大学講座 
オペラの魅力に迫る！ 

－國土潤一さんに学ぶ魅惑のオペラ－ 


